火遁卷 



千 曲 川に 河童が 棲んで いた 昔の 話で ある。 

ま 

この 河童の 尻が、 数え年 一 一 百 歳 か 三百 歳と いう 未だ 

うら 若い 青 さに 痩せて いた 頃、 嘘八百と 出 鳕目仙 (千) 

人で 狐狸 かためた 新手 村で は、 信 州に かくれ もな き怪 

しげな 年中行事が 行われ、 毎年 大晦日の 夜、 氏神 詣り 

の 村人 同志が 境内 の 暗闇に まぎれて、 互いに 悪口 を 言 

い 争った という。 

誰彼の 差別 も 容赦 も あらあらしく、 老若男女 入りみ 



い。 したが 隠れ 穴 は どこに もあろう。 さらば じ や」 

「あ ッ佐助 様。 待って」 

「この 醜く さ、 この 恥 かし さ、 そなたの 前に さらす の 

も、 今宵 限り じ や」 

さらば じ やと、 大裝裟 な 身振り を 残す と、 あっとい 

う 間に 佐 助は艇 けだして、 その 夜のう ちに、 鳥居 峠の 

四 里の 山道 を 登って、 やがて 除夜の 鐘の音 も 届かぬ 山 

奥の 洞窟の 中に 身 を 隠して しまった。 

こうして、 下界との 一切の 交通 を 絶って しまった 佐 

助 は、 冬眠 中の 蛇 を 掘り出して 〔# 「掘り出して」 は 底本 



と、 老人 はにわ かに 教師 口調に なって、 天 を 指した 

が、 天井から は 塵 一本 落ちて 来なかった ので、 更に 言 

葉 を はげまして、 然し こそこそと 落着かぬ 眼 尻から 垂 

れる眼 やに を 拭きながら、 

「 —— 余 は 憐れに も 醜き 人間 共の、 げす 俗 顔に 余の 凉 

しき 瞳 を 汚される の を 好まず、 また 喧しい 人間 共の 悪 

声に、 余の 汚れな き 耳 を 汚される の をお それて、 高き 

山の 嶺 より 嶺へ 飛行す る 戸沢 図書 虎、 またの 名 を 白雲 

斎と いえる 超 (鳥) 人で ある ぞ。 さるに 些か 思う 所存 

あって、 今宵^^手村の上空を飛行せしに、 たまたま こ 

の 山中に 汝の姿 を 見受けし 故、 忍術の 極意 を以 つて 木 



遁を 行いし が、 最前よ リの汝 の 働き 近頃 屈強な り。 し 

たが、 鹿 も 通わぬ この 山奥に 若い 身空の 隠居い ぶかし。 

先ず 問う。 何 を 食うて 生きて いるの じ や」 と、 問うた 

ので、 度 肝 を 抜いて くれようと、 蝮 蛇 を 食うて いる 旨 

答える と、 

「日の 下にあって、 最も 聰明に して 怖し き 毒蛇 を くら 

うと は、 近頃 珍妙 じ や。 殊に 蝮 蛇の 頭 肉 は 猛毒 を 含み 

て、 熊 掌駝蹄 〔# ルビの 「ゆうしょう だてい」 は 底本で は 

「いうしょう だてい 匕 にも 優る 天下の 珍味」 

と、 はや だらしなく 涎 を 垂れた の を 見て、 佐 助 は、 

この 醜怪 なる 老人が 蛇の 頭 を嚙る 光景 は、 冬の 宿の 



と、 見え透いた 世辞 を 使った あと、 佐 助との 間に、 

次の ような 問答 を 行った。 

r 汝、 朝 二 猿ト遊 ブト 言フ。 ソノ 所以 ハ」 

「ザ レバ、 友ヲ 選べ バ 悪人、 交 レバ 阿諛追従 ノ徒ニ 若 

ク ハナ シ トハ、 下界 人間 共 ノ以テ 金言 ト成ス 所 ナリ。 

サ ルヲ、 最悪 ノ猿ト 雖モ、 最善 ノ 人間 ヨリ 悪 ヲ行フ 所 

スクナ 

勘ク、 マ タ猿ハ 阿諛 ヲ知 ラヌ ナリ。 猿 ニ似テ 非ナル 

猿 面 冠者 ハオ ノガ 立身出世 ノ タメ 二 ハ、 主人 ヨリ 猿々 

ト呼 ビ捨テ ラレ ルモ、 ヘイへ イト 追従 笑 ヒナ ド泛 ベタ 

ルハ、 即チ 羞恥 ヲ知ラ ザ ル者ト 言フガ 如シ。 サ ルヲ、 

猿 ノ赤キ 雙頰ハ 羞恥 ノ 花火 ヲ 揚ゲシ 故 ナリ。 サ レバ 朝 



と、 言い ざまに、 煙の 如く 消え去り、 さらば じ やと 

いう 声 は、 遙か 天井より 聴え たが、 それから 毎夜 乾の 

方に 星の 流れる 頃に は、 必ず 現われて、 まず 蝮 蛇の 頭 

を ペロペロと くらった あと、 鳥人の 術の 伝授に 掛リ、 

三年 掛 つた。 

そして ある 夜、 鳥居 峠の 蝮 蛇 も 今宵が くらい 収め 

じ やと、 老人 はいつ も 二倍の 〔# 「いつも 二倍の」 は マ 

マ〕 十 匹 を、 それ も 春先き の 良い 奴ば かし を、 尻尾 も 

余さず 平げ たので、 つい のぼせて しもうた のか 〔# 「し 

もうた のか」 は 底本で は 「しまうた のか」 r おびただしく 

鼻血 を 噴き だした。 



出た 役者の ような、 気取った 口調で、 

きのこ 

「流れ星の ように、 天から 降った といおう か。 蕈の 

ように、 地から 湧いた といおう か。 流れ星なら、 尻尾 

も 見えよう、 蕈の 類なら、 匂い もしょうが、 尻尾 も 見 

えず、 句い もな しに、 火遁 〔# ルビの 「かとん」 は 底本で 

すいとん もくとん きんとん ど とん 

は 「かとく 匕、 水遁、 木遁、 金遁 さて は 土遁の 合図 もな 

しに、 ふわりと 現われ、 ふわりと 消える、 白い 雲より 

なお 身 も 軽い、 白雲 師匠の 秘伝 を 受けて、 受けて 返す 

はへ ぼ 弓、 へぼ 矢、 返らぬ とかね て 思えば あずさ 弓、 

なき 面に 蜂のお かし さに、 つい 笑って しまったが、 笑 

えくぼ 

えば 笑 窪が ァ バタに かくれる、 信 州に かくれ もな きァ 



ば、 法螺 も 吹く、 吹けば 飛ぶ よな 横 紙 を 破った 数 は 

白妙の、 衣 を 墨に 染め かえて、 入道 姿 はかくれ もな き、 

三 好 清 海 入道な リ」 

と、 名乗った。 

そして、 双方 名乗りが 済む と、 三 好 入道 はいきな り 

長 槍 をし ごいて、 佐 助の 胸 をめ がけて、 

「H イツ！」 

と、 突いた が、 佐 助 は ぱっと 樹の 上に 飛び 上って、 

笑いながら、 

「おい、 入道と やら。 その 坊主頭、 打ち 見たところ、 

ちと 変哲が 無 さすぎ て、 寂しい 故、 枯木 も 山の 賑 いの 



「今日より は、 鳥居 峠 を 猿 (去る) 飛 佐 助 だ」 

と、 駄洒落 を 飛ばしながら、 いそいそと 幸 村 主従の 

あとに ついて、 上田の 城に はいった。 

が、 佐 助 はさす がに 白雲 師匠の 教訓 を 忘れなかった 

のか、 鳥人の 術 なぞ 知った 顔 は 一 つも 見せず、 専ら ァ 

バタの 穴 だらけの 醜い 顔 を 振り まわして 行く と、 案の 

定 人に 好かれた。 

その 頃、 同じ 城内に、 悪病の 為に 鼻の 欠け 落ちた 男 

がいて、 しかも この 男 は、 かなりの 艷福を 得た かの 如 

く 言い触らし、 それが 万更 法螺で もな く、 たしかに 二 

三の 艷 福が あつたと、 信ぜられる 節が あつたから、 随 



分 人気が 悪かった。 

ところが、 佐 助 はこの 男と 違って、 かって 楓と肩 を 

並べて 歩いた こと もあった こと なぞ、 おくび にも 出さ 

ず、 いかにも 持て ませぬ という 顔 を、 城内の 集りの 時 

などに 見せて、 

「こんな 顔 ゆえ、 女 は 諦めて いる」 

と、 やけに 聴えぬ 程度に 眩いて 〔# 「眩いて」 は 底本 

えくぼ 

では 「咳いて」 r ァ バタの 上に 笑 窪を泛 ベたり していた 

ので、 佐 助 は 阿諛の 徒 以上に 好かれ、 城 中の 女 共の 中 

I) ま、 

「あのような 醜い 男 を 殿御に 持てば、 浮気 をされ ずに 



実は 今夜 城 中に 奥方の 歌の 会が あるんだ が、 今夜の 会 

に は、 ちと 俺の 気に くわぬ 趣向が たくらまれて いるん 

だ」 

「ほう？ 下手糞な 歌 を 作った 罰に、 三 好 清 海 入道に、 

裸 おどりで もさせよう という、 趣向 か。 こり や 面白い」 

「莫迦 をい え。 実は、 一番い い 歌 を 作った 女 を、 一番 

いい 歌 を 作った 男に くれてやろう という、 趣向なん だ。 

ところが、 女の 中で 一番 歌の 巧 いのは、 奥方 附 きの 侍 

女で、 楓 という 女なん だ」 

r 楓 …… ？ きいた ような 名 だな」 

ふと 甘い 想いが 佐 助の 心 を ゆすぶった。 が、 入道 は 



と、 言う ので、 さすがの 佐 助 もい いなりになる より 

外に 仕方がなかった。 

夜になる と、 佐 助はァ バタ 面に 梓つ けて、 歌の 会に 

臨んだ 〔# 「臨んだ」 は 底本で は 「望んだ 匕。 ところが、 

たまたま 自分の 前へ、 しずかに 腰 を 下した 侍女の 顔 を 

見て、 佐 助 はさつ と 顔色 を 変えた。 悪口 祭の 夜、 別れ 

て 以来の 楓 だった。 

「あ ッ、 この 楓 だった のか」 

いつ 召し抱えられた ので あろうと、 しかし 考える い 

とまな く、 いきなり 佐 助 は 極意の 忍術 を 使って、 さつ 

と 天井の 中へ 姿を消して しまった。 



たか 知る 由 もな く、 また 知ろうと もせず、 その 夜の 内 

に 飛行の 術で、 飛ぶ わ、 飛ぶ わ、 物の怪に つかれたよ 

うに 飛んで、 丑満の 頃に は、 京の 都の 東 山の 上空まで 

来たが、 折 柄南禪 寺の 山門に 立ちのぼる 陰々 たる 妖気 

を 見る と、 何 思った か、 えいと 飛び降りた。 

そして、 耳 をす ますと、 果して 山門の 楼 上より、 ひ 

そび そと 話し声が 聴え て 来た。 

「はて、 面妖な。 この 丑満 刻に 時なら ぬ 人の 声。 何？ 

伏 見 桃 山、 千鳥の 香炉？ …… ふ ー む、 奇怪な 言葉が 聴 

える そ I 

三 町 四方に 蚤の 飛んだ 音 も 聴き わける という 佐 助が、 



佐 助の 眉間め がけて 飛んで 来たので、 心得たり と、 宙 

に 受けと めて、 うかがう と、 百日 かずら の 怪しげな 男 

が、 いくらか 洒落 気の ある 男らしく、 上方 訛りの 七 五 

調 を つらねながら、 こう 呶 鳴る のが 聴え た。 

「時 も 時、 草木 も 眠る 丑満 の、 所 もあろう にわが 山門 

に、 紛れ込ん だる 〔# 「紛れ込ん だる」 は 底本で は 「粉れ 

込んだ るヒ 慮外 者、 熱に 浮かされ 夜な夜な 歩く、 夢 遊 

病 者 か 風来坊 か。 風の 通しの ちと 変 挺な、 その 脳味噌 

に 風穴 一 つ、 明けて 口惜しい 手裏剣 を、 眉間め がけて 

投げて はみ たが、 宙に とめられ 残念 至極、 うぬ は 一 体 

どこの 何奴 だ？」 



佐 助 はこの 言葉 を 聞く と、 風流 を 解す る 男に めぐり 

合った うれし さに、 すっかり 気 を 良くした ので、 

「明けて 口惜しい 龍宫 土産、 玉 手の 箱 もた まに は 明か 

ぬ …… 」 

と、 例の 調子 を 弾ませて、 

「 —— 明けて たまる か 風穴 一 つ、 と 申す の もこの 顔 一 

面、 抱瘡の 神が 手練の 早業、 百発百中の 手裏剣の 跡が、 

代の 目よりも なお 厳重に、 い 鰯のう ぬが 〔# 「うぬが」 

は 底本で は 「うねが 匕 手裏剣、 な 一 匹 もらし はせ じと、 

見張って 取り巻く またの バタ、 の字づ くし 〔# 「づ くし」 

は 底本で は 「ずくし 匕 の バタの 穴が、 地け ずに のまろ 屋、 



さて は 室ば ら屋 と、 軒 を 並べた 戸 をけ リゃ、 の 登る 勢 

いに、 の 花の 一盛り、 な 姿に 咲きに おう、 バタの の 花 

見 酒、 れが 礼を言いに 来る、 たら 男 を 台な しの、 信 州 

にかくれ もな き アバ タ男猿 飛 佐 助と は 俺の こと だ」 

と、 あの 字づ くし 〔# 「づ くし」 は 底本で は 「ずくし 匕 

で 答える と、 楼 上の 男 は 心得たり と、 

「いみ じく も 名乗った。 手 八丁 口八丁の、 て も 天晴れ 

なる 若者が、 あの 字づ くし 〔# 「づ くし」 は 底本で は 「ず 

くし 匕 で 名乗った から は、 いの 字づ くし 〔# 「づ くし」 

は 底本で は 「ずくし 匕 で、 答えて くれよう。 —— 六 夜う 

月 も 山の、 にかくれ て寸先 を、 ざり も 這えぬ 暗闇に、 



ず、 こり やます ます 面白くな つたわい と、 ぞくぞくし 

ながら、 

「さて は、 伏 見 桃 山 千鳥の 香炉と 囁いた は、 桃 山城に 

忍び入り、 太閣 秘蔵の 千鳥の 香炉 を、 奪い取 らんとの 

よからぬ 談合で ありし よな」 

と、 詰め寄った。 

すると、 五右衛門 は、 さて は 聴かれて しまった かと、 

暫 らく 唸って いたが、 やがて、 大音声 を 張り上げて、 

相 も 変らぬ 怪しげな 七五調 を 飛ばし はじめた。 

「石が 物言う 世の 習い、 習わぬ 経 を 門前の、 小僧に 聴 

かれた 上から は、 覚えた 経 (今日) が 飛鳥 (明日 か) 



わが 術中に 陥った と は、 笑止 笑止と、 佐 助 は 得意満面 

の、 いやみな 声 を 出して、 

「やよ、 五右衛門、 その 水遁の 術、 薮 をつつ いて、 蛇 

を 出した ぞ。 重ねた 悪事の 報いに、 やがて は、 签の油 

で 煮られる その 方、 今のう ちに 蟇の 油で 焼かれる 熱さ 

に 馴れて 置け！ それとも 後悔の 背 を 焼かれる、 その 

熱さ さました ければ、 まずう ぬが 眼 を さまして、 顔 を 

洗う まえに、 悪事の 足 を 洗う がよ かろう」 

こじつけの、 下手糞な 洒落 を 吐く と、 

「 さらば じ や」 

東西南北、 いずくと も 知れず、 姿を消して しまつた- 



五右衛門に は、 一 の 子分の 木鼠 胴 六 を はじめ、 関 寺 

の番 内、 坂 本の 小虎、 音 羽の 石 千代、 膳 所の 十六 〔#ル 

ビの 「とおろ く」 は 底本で は 「とうろく 匕、 鍵 はずしの 長 

丸、 手 ふい ごの 風 之 助、 穴 掘の 〔# 「穴 掘の」 は 底本で は 

「穴 堀の 匕 団八、 繩ヒ りの 猿 松、 窓 潜りの 軽 太夫、 格子 

毀の 鉄 伝、 猫 真似の 闇 右衛門、 穏 松明の 千吉、 白刃 取 

りの 早 若な どの 子分が いたが、 これらの 子分 共 は 千鳥 

の 香炉 盗み取りの 陰謀の 談合の ため、 折 柄 南 禅寺の 山 

門へ 寄って いたので、 頭目の 石 川 五右衛門の 哀れな 試 

合の 一 部 始終 を、 見物して いた。 

そして、 五右衛門の 大火 傷 を 目撃す ると、 彼等 は 思 



迦 野郎 〔# 「莫迦 野郎」 は 底本で は 「莫迦 郎野匕 ！ ああ _ 

熱い、 よく 効く 灸じ や。 ああ、 熱い！」 

と、 妙な こと を 口走って、 子分 共 を 叱り飛ばした。 

すると、 手 ふい ごの 風 之 助と いう、 吹けば 飛ぶ よう 

な ひょうきんな 男が、 

「親分、 肩の 凝りなら、 灸 よりも 蛭に 血 を 吸わせた 方 

が 効きます ぜ」 

「いや、 蛭よりも 鼠の 黒焼き を 耳 かきに 一杯と、 焼 明 

礬を まぜて、 貼りつ けた 方が …… 」 

そう 言った の は、 膳 所の 十六で ある。 

「やい やい、 野郎 共、 何 を あらぬ こと をぬ かしてお る」 



と、 五右衛門 は カンカンに なりながら、 ひょいと 見 

ると、 猫 真似の 闇 右衛門と いう 子分が、 おかし さに た 

まりかね て、 地べたに 顔 を 伏せながら、 くつくつ 笑つ 

ている の だ。 〔# 「笑って いるの だ。」 は 底本で は 「笑って 

いるの だ」 U 

「やい、 猫 真似！ 何 をして いる？」 

「猿 飛の 奴の 足跡 を 探し ますんで」 

と、 猫 真似の 闇 右衛門が 咄嗟に ごまかす と、 

「莫迦め！ こけが 銭 を 落し やすめえ し、 きょろ きょ 

ろ 地面 を 嗅ぎ まわり やが つて、 みつ ともねえ 真似 をす 

るな！ 猿 飛と いう 奴 は 足跡 を 残す ような、 へまな 男 



ら 京の 町 を 去って、 一人ず つ 諸国の 山の 中に 閉じ こ 

もって、 山賊と な るんだ。 そして 手下 を 作って、 仕た 

い 放題の 悪事 を 働けば、 手め えたち の 噂 はすぐ 日本 国 

中に ひろがって、 猿 飛の 耳に も はいろう。 猿 飛と いう 

奴 はォッ チョコ チヨ ィ だから、 山賊の 噂 をき けば、 直 

ぐ ノコ ノコと 山賊 退治に やって来 るに 違いね え。 そこ 

を ふん 縛 るんだ」 

「しかし、 親分、 猿 飛と いう 奴 は、 親分に も 大火 傷、 

いやお 灸を 〔# 「ぉ灸 を」 は 底本で は 「お 炙 を 匕 据える 位 

の 忍術 使いです から、 下手す ると、 こっちが やられて 

しまいます ぜ」 



と、 例によって 佐 助 は 得意に なって いたが、 しかし、 

翌朝 早く 眼 を 覚ます と、 にわかに 空腹 を 覚えた。 

「なるほど 大仏の 掌 は、 天下一 の 〔# 「天下一 の」 は 底 

本で は 「大下 一 の 匕 旅籠 だが、 朝飯 を 出さぬ のが、 手 落 

ち だ。 といって、 あわてて 上田の 城 を 飛び出して 来た 

もんだ から、 一杯 六 文の 奈良 茶漬け を 食う 銭 もない」 

と、 眩いて みたが、 そんな 駄洒落で は 腹の 足しにな 

るまい と、 考えて いるう ちに、 ふと 頭に 泛ん だの は、 

奈 良に は 槍の 宝蔵 院が あると いう ことで ある。 

「そうだ。 宝蔵 院 では 試合 を 求めに 来た 者に は 宝蔵 院 

漬けの 茶漬け を 出す という こと だ」 



と 訊かれた ので、 にゃにゃしながら、 

「何 流と 名乗る ほどの もの は ござらぬ が、 強いて 申さ 

ば、 一 流で) J ざる」 

と、 答える と、 相手 は カンカン になって、 

「当院 は 宝蔵 院 流と いって、 一 度び 試合 を 行えば 必ず 

怪我人が 出る という はげしい 流儀 じ や。 町道場の 如き 

生ぬるい 槍と 思われて は 後悔す るぞ。 まった、 当院は 

特に 真 槍の 試合に も 応ずる が、 当院に 於いて 命 を 落し 

た 武芸者 は 既に 数名に 及んで いる。 寺院 なれば 殺生 を 

好まず などと、 考えて は 身の ためにな らん ぞ！」 

「なるほど、 当院は 人殺し 道場で ござる か。 いやいや、 



宝蔵 院 漬けの 茶漬けに 味 をし めた 佐 助 は、 その 日の 

昼食 を、 奈 良から 一 足 飛びに 飛んだ 京の 都、 今 出 川畔、 

とんだむ てき 

当時 洛中に 噂の 高い、 その 名 も 富 田 無敵と いう 男の 道 

場で、 したためた。 

晚飯は 同じく 四条、 元 室町 出仕の 吉岡 憲法の 道場、 

翌日の 朝飯 は 百万遍、 舎利 無 一 一 奢の 道場と 洛中の 道場 

を 一 つ 余さず 食べつ くした 挙句、 やがて 京の 都 を 今日 

(京) を 限りに 大 坂へ 現われた 時に 既に ァ バタの 茶漬 

け 侍の 威名 は、 その 醜い アバ タ 面の 噂と 共に、 大坂中 



立ちのぼ るの を 見て、 

「はて 面妖な！」 

と、 眩いた 途端、 

「 I ぁッ」 

たちまち 飛行の 術 は 破れて、 佐 助の 身体 は甲賀 山中 

に 墜落して 行った が、 さすがに 佐 助 は、 地面 すれすれ 

の、 咄嗟の 宙が えりで、 危く 五体が 木ッ葉 微塵になる 

の をまぬ がれた。 

「ふ— む。 わが 飛行の 術 を 破った と は、 いかなる 妖魔 

の 仕業 か。 わが 術 を 破り 得る ほどの 者、 天下 ひろしと 

いえ ども、 わが 白雲 斎 師匠 を 除いて、 ほかに はない 害 



という 声が、 どこから か 聴え て 来た。 

「あ、 先生！」 

さすがに、 佐 助 は 白雲 斎 師匠の 声 を 覚えて いた。 

r — おな つかし ゆう ござります。 佐 助で ござり ま 

す」 

すると、 空よりの 声 は、 

「知って おる」 

「お 顔 を 見せて 下さり ませ」 

「たわけめ！ 汝 のよう な 愚か者に、 見せる 顔 は、 持 

たぬ わ！」 

「え ッ？」 



「汝 はは や 余が 教訓 を 忘れし か」 

「大 ッ？， - 

「忍術と は …… ？」 

と、 いきなり 訊かれた ので、 すかさず、 

「忍ぶ の 術な り」 

「忍ぶ と は ？」 

「如何なる 困苦に も堪 うる、 これ 能く 忍ぶな り。 まつ 

た、 火 遁水遁 木 遁金遁 土 遁の五 遁を以 つて、 五体 を 隠 

す。 これ また 能く 忍ぶな リ」 

「忍術の 名人と は …… ？」 

「能く 忍び、 能く 隠す、 これ 忍術の 名人たり」 



佐 助なら、 直ちに 忍術で 姿を消した ところ だが、 術 は 

封 じられ ている。 

それ を 悲しみながら、 しかし 佐 助 はさす がに 気取つ 

た 口調 を 忘れず、 

「来し (越し) は 夢の 夢の 夢の また 夢、 昨日 は 今日の 

はつ 昔、 旅の 衣 は 鈴 鹿の 峠を越す (乾す) も 乾さぬ も、 

雨 次第 じ やが、 どうやら、 今宵 は 降り そうじゃな」 

と、 しんみりした 声で 言う と、 茶店の 女 は、 

「お 侍 様、 そり やおよ しなさい ませ。 あの 峠に は、 木 

鼠 胴 六と いって、 名高い 石 川 五右衛門の 一 の 子分が 山 

賊 となって、 山塞に とじこもり、 旅人 を 見れば、 剝ぎ 



くれ もな きァ バタ 男、 猿 飛 佐 助と は 俺の こと だ。 鈴 鹿 

峠の 山賊 共！ いざ 尋常に ：•：• 」 〔# 「尋常に …… 」」 は 

底本で は 「尋常に …… 」〕 と、 例によって、 奇妙な 名乗り 

を あげながら、 木鼠 胴 六の 山塞へ、 樊嚕 〔# ルビの 「は 

ん かい」 は 底本で は 「はんか 匕 の 如き 恰好で 乱入して 行つ 

た。 



木遁巻 



怖の 余り 尿 を 洩らす 奴 もあった が 〔# 「あつたが」 は 底 

本で は 「あつたか 匕、 さすがに 頭目の 木鼠 胴 六 は、 石 川 

五右衡 門の 一 の 子分 だけあって 下手に 騒がず、 うろた 

える 手下 共 を はげまして、 かねて 用意の 松明 を 佐 助め 

がけて 投げつ けた。 

佐 助 は ひらりと 体 を かわしながら、 

「やや、 おびただしき 松明の 雨 を 降らした と は、 何の 

合図 か 挑戦状 か。 それとも 悪意に 解釈 すれば、 ァ バタ 

の 穴 をよ く 見ん ための 提灯 代りの 松明 か」 

と、 例によって 怪しげな 詩人 気取りの、 あらぬ こと 

を 口走り、 よも やその 松明が 土龍、 井守、 蝮 蛇の 血に、 



だが 祭 は 祭で も 血祭り だ」 

と、 いい 気な 気焰を わめき 散らした。 あとで 思えば 

醜態であった。 

しかも、 更に 赤面 汗顔に 価い したの は、 いよいよと 

なると、 ただ 黙々 とやる だけで は芸 がない、 雅びた 文 

句の 数え歌に 合わせて やる とて、 石 川 五右衛門の 〔# 

「石 川 五右衛門の」 は 底本で は 「石 川 五衛門の 匕 洒落た 名 

乗り 文句 を もじって、 

「 一 に 石 川で」 で 一 人。 

「二に 忍術で」 で 二人。 

「三に さわがす」 で 三人。 



「四に 白浪の 五右衛門の」 で 四 人 五 人。 

「六で も 七き 子分 ども」 で 六 人 七 人。 

「八い ばに 掛けて」 八 人。 

一九 もな く 倒す に」 で 九 人。 

「十 (呪) 文 は 要らぬ」 

で、 十 人まで 倒した たという 悪趣味に 淫 した ことで 

ある。 いかにも 殺風景な 話で ある。 そして、 更に 調子 

に 乗って、 

「十一、 十二 も 瞬く 間、 お 月 様い くつ、 十三 泣き面、 

十四 は 頓死、 十五夜お 月 様 餅つ きのお 突き、 十六夜 月 

は 誰と 見ん、 十七 娘 か 二人と 見れば、 飽かず ながめて 



にくから ぬ、 十九 (苦) も 忘れて、 二十 (重) の 喜び 

…：- J 

と、 二十 人まで 倒した の はまず 無難だった が、 二十 

一 人目 あたりから、 はや 眠り薬の 効目が あらわれて、 

手足が しびれて 眼が かすみ、 それでも 二十 二、 二十 三 

は 無我夢中、 一 一十 四 人目 は 辛うじて かすり 傷 を 負わし、 

二十 五 人目 はどうな つた か、 いっか 鼾 を かいて 眠り込 

んで しまった。 汗と 脂が ァ バタの 穴に ついた その 寝顔 

は、 いかにも 醜悪であった から、 木鼠 胴 六 は、 

「何てき たねえ アバ タ面 だ」 

と、 ペッペ ッと唾 を 吐き 散らし、 わざとら しく 嘔吐 



を 催した 振り をしながら、 佐 助の 懐中 を さぐった が、 

一 文 も 出て 来なかった ので、 呆れ かえって 〔# 「か 

えって」 は 底本で は 「かえった 匕 しまった。 

が、 それよりも なお 失望した の は、 戸沢 図書 虎 伝授 

の 甲賀流 忍術の 虎の巻が 見当ら なかった ことで ある。 

実は 佐 助が 「信 州に かくれ もな き 雲 をつ くような 大 

男、 雷 様 を 下に 見る 不死身の 強さ は 日本一」 と 己 惚れ 

た 余りの 驕慢の 罰と して、 師の 戸沢 図書 虎より 忍術 を 

封 じられ た 挙句、 虎の巻 も 捲き 上げられて しまったな 

どと は 知らぬ 胴 六 は、 下帯の 中まで 探して いたが いよ 

いよ 見つから ぬと 判る と、 急に けがらわしく なって 来 



に 鳴り物 沢山 入れて、 野暮な 駄洒落の 啖呵に 〔# 「啖呵 

に」 は 底本で は 「痰 呵に匕 風流 を 気取った ばかしに、 龍 

頭 蛇 尾に 終って しまったと は、 いかにも ォッ チョコ 

チヨ ィ めいて、 思えば はしたない。 

「総 じて お れは 気障が 過ぎ る わい」 

ただでさえ 目立つ ァ バタの 旗印 を、 雲 をつ く 化物の 

ような 長身の 肩で 切った 風に ひるがえしながら、 熊手 

のよう な 手で 怪しげな 歌な ど 作って、 新手 村の 百姓 娘 

に 贈って たまげさせ ていた 年少 多感の 悪趣味 はまず 我 

慢 出来る としても、 口 を ひらけば 駄洒落 か 七五調、 す 



「貴様 を 縛り首に する 為 だ」 

「えつ？ なんだ と？」 

さすがに 驚き、 人 を 驚かす が 自分 は 驚かぬ の を 伊達 

男の 心得の 第一と している 手前、 佐 助 は 咄嗟に 自分 を 

恥じて、 何たる 心の 弱まり かと 情けなかった。 

三 好 は 佐 助が 案の定 驚いたら しいの を 見る と、 ます 

ます 図に 乗って、 

「いつぞやの 歌合せの 夜、 無断でお 城 を 飛び出して 気 

儘 勝手に 諸国 漫遊に 〔# 「諸国 漫遊に」 は 底本で は 「諸国 

慢 遊に 匕 出掛けた 不届きな 猿 飛め、 唐 天竺まで 探し出 

して、 召しと つて 参れとの 殿の 上意 をう けて 上田 を 発 



「そうよ。 坂 はてる てるの 坊主の 三 好、 墨の 衣 は 鈴 鹿 

の 鐘 を、 チンと 敲 いて 念仏で も 唱えて いるんだ な」 

などと、 他愛 もない 洒落に ますますうつつ を 抜かし 

はじめる と、 もういけ ない、 まるで 弁慶 か 索 頭 持ちみ 

たいに ここ を 先途と 洒落 あかして、 刻の 移る の も 忘れ 

てし まった が、 その ありさま はこ こに 写す まで もない- 

その 翌日、 まるで 申し合わせ たように、 鈴 鹿 峠の 麓 

の 茶屋に 柔 かな 物 腰をおろした 若い 娘が あった。 峠 を 

越す のかと 女中が たずねる と、 

「峠を越せば、 遠く 信 州 を 猿 飛 様に やがて 近 江 (会う) 

路、 日の 暮れぬ うちに 越そうと 思います」 



ぬか、 もしくは 食い気 を 忘れぬ という 今時の 娘た ちの 

到底 及び もっかぬ 速さに いじらしい 許りであった から、 

作者 もこの 辺り は K 足で 語ろう。 

何 刻 かの 後、 楓は 木鼠 胴 六の 前で 知っている だけの 

舞い を、 全部 舞って いた。 

「名 は 秋の 楓 だが、 はて 見飽き もせぬ」 

と、 胴 六 はわ ざと さりげなく 洒落 を 言つ てみ せて、 

時に 意味 もな く 笑い 声を立て、 手下 共 は 何 かしら やけ 

くそめ いた 酒 を 飲み、 無論 胴 六 もした たか 痛飲し、 

熊掌駝 蹄の 宴で あつたが、 やがて ガヤ ガヤ 〔# 「ガヤ ガ 

ャ」 は 底本で は 「ガヤ ガヤり 匕 入りみ だれて いる 内に、 



「おお 富 田 無敵 どので ござった か。 これ は 奇遇！」 

先年 佐 助が そ の 今 出 川の 道場 を 荒し て 茶漬 飯 を ふ る 

まわれた ことの ある 富 田 無敵 だと、 すぐ 判った が、 そ 

の 富 田 無敵が 何の 仔細あって、 彦 根の 旅籠の よりに 

よって 割 部屋に 泊る のかと 訊けば、 

「実は 首の ない 男 を 探し もとめての 旅で、 > /ざる」 

と、 言う。 

首の ない 男、 これ は 耳寄りな と 佐 助が 膝 を 乗り出す 

と、 無敵 は、 

「それがしの 話 を 聴いて、 けっしてお 嗤ぃ めさるな！」 

と、 さびし そうに 念 を 押して 語った の はこうだった- 



と、 無敵 は 語り 終わって 

「 —— 貴公 は さぞお 嗤 いであろう」 

打ちし おれて いた。 

佐 助 ははた と 膝 をた たいて、 

「何の 嗤 いまし ようか。 首 を ふところへ 入れて 都 大路 

を ffi けたと は、 近頃 天晴れなる 風流 男、 それがし も そ 

の 趣向に あやかって、 この アバ タ面を 懐中して 歩きた 

いくらいで ござる。 いや、 それがし も その 天下 第一の 

風流 男に 会いとう なりました。 お差しつ かえなければ、 

お 伴 致しとう ござる」 

と言うと、 無敵 は、 



「俺の このし わがれ 声が 判る か」 

「判らないで 何と 致しましょう、 師の恩 は 海よりも 高 

く、 山よりも 深 …… 、 おっと 間違えました。 山よりも 

高く、 海よりも …… 」 

「何 を うろたえ ている。 落着きなさい、 見苦しい。 走 

りながら 口 を 利く から じ や。 だいいち 師匠に 口 利く の 

に 走りな がらと は 何事 じ や」 

「は ッ！ 失礼しました。 —— ごらんの 通り 停ま リま 

した 〔# 「停まりました」 は 底本で は 「停まりした〕」 

「汗 を 拭きなさい。 ァ バタの 穴から おびただしい 汗の 

玉が 飛び散つ ている わ。 醜態 じ や」 



いでいる のじ や」 

と 訊いて、 納得す ると、 

「 —— ならば、 何故に 飛行の 術 を 使わぬ のじ や。 先日 

よりの 汝の 振舞い、 時に 能く 忍びて 神妙 じ や。 今より 

飛行の 術 及び 忍術 を 用いても 苦し ゆうない ぞ」 

と、 思いが けぬ 言葉に、 はッ、 かた じけ のう ござり 

ますと、 いきなり 大地に ひれ 伏した。 空よりの 声 はに 

わかに 荘重に なり、 

「したが、 飛行の 術 は 〔# 「飛行の 術 は」 は 底本で は 「飛 

行の 術の 匕 卑怯の 術で はない。 めったな ことに 卑怯 は 

ならぬ。 まった 忍術と は …… 」 



気取った 声 も 高らかに 飛ばし はじめた。 

「おお、 五体 は宙を 飛んで 行く、 これ ぞ甲賀 流 飛行の 

術、 宙を 飛んで 注進の、 信 州 上田へ 一 足 飛び、 飛ぶ は 

木の葉 か 沈む は 石 田 か、 徳 川の 流れに 泛ん だ、 葵 を 目 

掛けて、 丁と 飛ばした 石 田が 三 成、 千 成瓢簞 押し立て 

リゃ、 天下分け目の 大 いくさ、 月 は 東に 日 は 西に、 沈 

めまいと て 買うて 出る、 価 は 六 文 銭の 旗印、 真田が 城 

に ひるがえり や、 狸が 泣いて 猿め がわら う、 わらえば 

エクボが ァ バタに かくれる。 エクボ は 二つ、 アバ タは 

大勢、 こり や 何としても ァ バタの 勝 じ やが、 徒歩 (勝) 

で 行かずに 飛んで 行けと、 許された る 飛行の 術、 使え 



底本 ： 「織 田作 之 助 名作選 集 4」 現代 社 

1956 (昭和；^) 年 5 月^日 初版 発行 

※ 「南禪 寺」 と 「南 禅寺」 の 混在 は 底本 通りです。 

※誤植の 確認に、 「織 田作 之 助 作品 集 第一 一巻」 沖積 舎、 

「ちく ま 日本文学 全集 織 田作 之 助」 筑摩 書房 を 使用 

しました。 

入力： 生 野 一路 

校正 ： 浅 原庸子 

2001 年 00 月 2 日 公開 

2 00 5年9月g^日修正 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgl\jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



